金中氏の詩精神──古典詩歌による日中両文化への架橋

                   早稲田大学教育・総合科学学術院教授   高橋良行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私が金中氏を知ったのは、それほど古いことではない。さる２００２年９月２９日、恩師である早稲田大学教授、松浦友久博士の御葬儀の際に、参列されていた金中氏をはじめて見かけ、一年後に開かれた一周忌の納骨式および高尾での偲ぶ会において、はじめて同氏と会話をする機会を得た。当日、偲ぶ会の会場で、金中氏が李白の「蜀道難」を一字一句違うことなく独自の抑揚によって音吐朗々と吟詠されるのを聞き、そのただ者でないことに驚いて、私から話しかけたのが同氏と相識になるきっかけであった。金中氏は、松浦先生の晩年にその門を叩き、詩学上の教示を求められていたから、広い意味で私たちは同門の士ということになる。いわば、泉下の松浦先生が私達を引き合わせてくれたともいえよう。爾来、金中氏は新作の漢詩（中国古典詩）や論文、随筆などが出来る度に私に送って下さり、批評を求められたが、本国の漢詩人の作に、東海の一漢詩愛好者に過ぎぬ私が修改すべき箇所など見つけられないのが常であった。

　金中氏は、早くも三歳にならぬ時に母上の胸の中で数十首の五、七言絶句を諳んじ、四歳で「長恨歌」を暗唱することができ、八歳で西安市青少年唐詩演誦大会で一等賞を受賞された。幼少時より飛び級を重ねてきた、知る人ぞ知る中華の秀才である。その彼が志を立てて日本に留学され、東京外国語大学で、日本古典文学、殊に『古今集』から『新古今集』に到る勅撰和歌集における日本人の思想や言語、美意識などについて研究を続けてこられたが、この度、「古典和歌における夕暮れの詩学」という博士論文で学位を授与された。

　この十年間、禁欲的なまでに自らを律し、倦まず弛まず読書と研鑽に励まれたその真摯な姿勢には、おのずから感動を禁じ得ない。何が金中氏をして異邦の古典文学、定型詩歌に没頭せしめたのであろうか？　思うに、ひとえに金中氏の詩人としての感性と資質が、日本の古典詩歌芸術に内在する中国詩歌との共通性と異質性、関連性と独自性などを発見し、そこに多大の興味と関心を覚えたからであろう。

　かつて、戦前に来日した中国の多くの知識人は、日本の伝統的文化や文学はすべて中国文化の模倣であって、無価値なものと見なしたため、本心より深く共感し、研究する者など、周作人のような特殊な例を除いて見られないことであった。戦後においても、両国のたどった歴史の違いにより、半世紀の間、事態は同様であった。中国の青年研究者が日本文学、それも古典文学に興味を持ち、本格的に研究しようということなど、八十年代には考えられないことであった。九十年代以降、しだいにそのような奇特な人々が少数ながら現れてきたが、金中氏はそうした人々のなかでも最も優れた青年研究者の一人であろう。

　金中氏は、この留学生活において、本来の学業の他に、佐々木幸綱先生が主宰される短歌結社「心の花」に参加され、国際性に富む俳句に比べて極めて日本的ともいえる短歌を、暢達な日本語で作ることができるようになった。しかもその技量は一般の日本人をはるかに上回っているから驚きである。加えて、突如、漢詩の創作にも目覚め、泉の湧き出るごとく、次々と青春の佳篇を意欲的に発表し、それらをまとめて詩集として刊行されてきた。

　またこの間、新たに結成された全日本漢詩連盟にも参加して重要な提言をされ、石川忠久先生をはじめ、斯界の多くの人士と交流して、その名声を不動のものとされている。たとえば、２００４年１０月２２日には、全日本漢詩連盟の協賛を得て東京都北区の滝野川会館で「金中漢詩朗誦会」を開催され、会場一杯の聴衆を前に、「静夜思」や「春望」から「蜀道難」や「長恨歌」など二、三十首の漢詩を２時間にわたって朗誦され、人々に深い感銘を与えられた。この朗誦会は好評を博したため、２００５年１０月２９日にも同会場で開催され、各種マスコミにも取材されるところとなった。さらに同じ頃、早稲田大学で開かれた漢詩漢文教育を考えるシンポジウムにもゲストとして参加され、日本で中国古典詩を中国語で朗誦することの現代的意義を強調されている。

　金中氏のこうした詩歌による交流は、清末に来日した黄遵憲と日本の漢詩人たちとの交流や、大正期に旧制第八高等学校留学中の郁達夫が、名古屋の漢詩人服部担風らと親交を結んだことを彷彿とさせるものがある。

　ところで、今、私が彼の漢詩集を通読して最も深く感じる特徴は、題材の多様性と詩想の自在さ、そして修辞の斬新さである。これら三者は、最終的にひとつのものとして金中氏独自の豊潤で繊細な青春の詩世界を生み出し、我々の眼前に提示されている。題材の多様性は、金中氏が中国や日本のみならずオーストラリアやニュージーランドなど世界を見聞していることに起因している。それに加えて、柔軟な感受性と旺盛な好奇心とが、それらの体験を実体のある豊饒なものとしている。また、修辞の斬新さは、あたかも現代のポップスの歌詞に見られるごとき英語の混用や、古代漢語とも現代漢語とも異なる新漢語の創出とその大胆な使用などに端的に表れている。考えてみれば、新しい時代の複数の世界の事象を古典詩の形式によって表現するためには、清末民初の黄遵憲や梁啓超らの詩界革命の例を持ち出すまでもなく、新しい詩語の創出と使用は避けて通ることのできない関門であろう。

　では詩律に対する金中氏の態度は如何であろうか。周知のごとく中国古典詩を規定する詩律は、音数律（句法）・押韻律（押韻）・音調律（平仄）からなるが、押韻律・音調律の根底をなすものは、隋の陸法言『切韻』などによって隋唐期に確立された平上去入の中古的四声区分であり、これは１９１１年の辛亥革命に至るまで、中国の士大夫の脳裏に確固たる理念としての音韻規範として意識され続けてきた。五四運動以降、白話詩（新詩）運動が展開され、今日までに無数の白話詩が書かれてきたが、一方で、伝統的な古典詩を作る人々は、古典文学が軽視されつつある今日でさえも中国には約百万人ほど存在しているとされる。

　そのような歴史の流れの中で、古典詩の生命ともいうべき押韻や平仄の技法については、中国でも主として八十年代中期以降、伝統的な四声区分に依拠せず、よりゆるやかな現代中国語（普通話）の発音に即した韻目、韻字、いわゆる「新韻」の共通認識が広がりつつあるように見受けられる。中国で刊行されている『現代詩韻』『詩歌韻脚辞典』やその類書などは、そうした流れを反映した刊行物であろう。金中氏は、『与君相愛五千年』『青春現在進行時』などの自編詩集に見られるように、様々な試行を経た結論として、そのような寛韻派の立場をとる者の一人であり、厳密には自らの詩作を「現代漢詩」と称して、伝統的な古典詩と区別されている。これは何よりもそうすることによって、若い世代の人々が現代漢詩に親近感をもち、創作と享受を楽しむこと、ひいてはこの詩型が抒情表現を盛るに足る新しい文学的容器として成熟することを願っているからである。

　確かに、かつて唐代の詩人たちは、通行していた『切韻』系韻書（約２００韻）ではなく、事実上、後世に編纂される『平水韻』（１０６韻）の実態に即して作詩しており、その規範は近現代にまで及んでいた。そうした歴史的事実を思うと、こうした問題の最終的な帰趨を決定するものは、結局、その時代に生きて実際に詩作している人々の意識の総和であろう。その意味で、金中氏の詩律に対する態度は、あるいは新しい時代の新しい詩律上の規範形成につながるものということができよう。

　ただ、私が思うに、現代中国の状況に比べて、日本における漢詩人たち（約一万人ほどと思われる）は、現在でもほとんどの者が中古的四声区分（平水韻）の理念に従って作詩している。その理由のひとつは、中国文化の精華ともいうべき漢詩は、古典的韻律を遵守して作詩してこそ意味があるのだという、一種の保守性であろう。もうひとつは、昔も今も日本の漢詩人の大多数は、当代中国語の音を理解せず（聞き取れず、発音できず）、従って現代中国語の発音に依拠して韻目をゆるやかにしようと、昔通りに厳密であろうと、言語生理上、つまり実感としては何の差異もないことによると思われる。

　中国ではあまり知られていないかもしれないが、日本では、中国の古典詩を奈良・平安時代、すなわち千三百年以上も昔から、「訓読」という特殊な方式によって享受しており、それは読詩と作詩の両面において並行的になされつつ今日に及んでいる。この訓読は一種の直訳的な翻訳であるから、つまるところ日本語ということになる。そうして、この訓読がもつ詩歌表現（訓読漢詩）としての絶対的な生理的実感は、中国語を知らない一般の日本人のみならず、中国語や中国文学を長年学んできた者においてさえ、明白に存在するものである。古くより中国の文学・文化を独自の方式によって輸入し、享受、発展させてきた日本人のこうした歴史的特殊性を、金中氏の新理論が打破するのは、おそらくかなり困難なことと私には思われる。

　しかしまた、今日の不安定な日中関係にもかかわらず、日本の多くの大学では過半に及ぶ学生たちが自らの意志で中国語を選択し学習している。やがて、こうした人々が社会の中核を形成し、少なくとも基礎的な中国語を理解する人々が一定の割合を占めるようになったとき、日本における漢詩の理解と享受のあり方も新たな段階を迎えることになるであろう。その時、金中氏の播かれた種は、大きな枝葉や果実をつけて、日本社会に公認される新たな文化現象となっているかもしれない。

　金中氏は、その貴重な十年という青春の時間を東海の扶桑での滞在にあて、泰然として惜しむところがなかった。それはあたかも百年前の魯迅や郁達夫の留学生活を思わせるものがある。その志の高さや、中華と日本の文明・文化を等価視する自在で公平な態度は、真に称讃に値する。今や彼は学業を終えて帰国され、母国の中国で日本文学を教授するかたわら、現代漢詩運動を展開したいという壮図を胸に抱いておられる。

　私が思うに、金中氏の今後の活躍は、二つの重要な意義を有しているであろう。その一は、彼の活動が、中国における新しい古典詩──「現代漢詩」の創生と発展に大きな寄与をされるかもしれないということ。その二は、必ずしも安定しているとは言い難い近年の日中関係において、文学、それも古典詩のような無用の用の極致たる分野によって、かえって着実に日中両国の人々の信頼と友誼の形成に寄与されることである。松浦友久先生は、生前、常々言われていた。「詩歌を通じた相互理解は、直接的に政治的、経済的効果を生むものではなく、緩慢なものである。しかし、それゆえにこそ、その交流は真実の交流であり、最後には人々の心を動かしうるものだ」と。

　金中氏は、古典詩歌の研究と創作によって、日中両文化の間に架橋を試みようとする、いわば現代の愚公である。彼が移そうとしている山は、日中間の文化的な相互誤解や一方通行の歴史であり、彼が獲得し体現しようとするものは、詩歌を通じた相互理解であり、相互尊重である。そして、そうした彼の信念と行為を支えるものは、漢詩や和歌など世界の一級の文学が等しく有する抒情と説理の普遍性に対する信頼であろう。私は、金中氏の斯道にかける赤誠と情熱の故に、氏の可能性を信じ、期待する者の一人である。

　本来ならば、この跋文は、金中氏の詩集『青春現在進行時』と同様、松浦友久先生によって書かれるべきものであった。しかし、先生逝きて亡き今、同氏より求められるままに聊かの贅言を草する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年１月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金中氏が学業を終えて帰国される日に
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